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新
刊
書
の
紹
介

（
舟
形
町
中
央
公
民
館
図
書
室
）

ひと粒のチョコレートに
文／佐藤清隆　絵／junaida

図書室にない本も
借りることができます
お探しの本がない場合、
中央公民館をとおして山
形県立図書館の資料を借
りることができます。詳
しくは中央公民館にご相
談ください。

町中央公民館図書館
蔵書数 9,505冊
（令和６年１月時点）

　
甘
く
て
お
い
し
い
チ
ョ
コ
レ
ー
ト
に
は
驚
く
よ
う
な

技
術
と
長
い
歴
史
が
詰
ま
っ
て
い
ま
す
。
美
し
い
イ
ラ

ス
ト
と
と
も
に
、
チ
ョ
コ
レ
ー
ト
の
秘
密
を
学
べ
る
絵

本
で
す
。

　
雨
水
に
は
ひ
な
人
形
を
飾
る
と
良
い
と
さ
れ
て
い

ま
す
。
こ
の
風
習
は
、
厄
を
移
し
た
形
代
と
い
う
紙

人
形
を
、
水
が
豊
か
に
な
る
雨
水
に
川
に
流
し
て
い

た
こ
と
に
由
来
し
ま
す
。
現
在
は
、
ひ
な
人
形
を
飾

る
と
良
縁
に
恵
ま
れ
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
ひ
し
餅
は
、
緑
の
新
芽
が
白
い
雪
の
下
か
ら
芽
吹

き
、
ピ
ン
ク
の
桃
の
花
が
咲
く
よ
う
に
、
「
立
派
な

女
性
に
な
っ
て
ほ
し
い
」
と
い
う
願
い
が
込
め
ら
れ

て
い
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
／
食
育
・
地
産
地
消
推
進
委
員
会
事
務
局

　
　
　
　
　
　
　
☎（
３２
）０
９
４
７

３
月
の
食
育
・
地
産
地
消
デ
ー
は
３
月
16
日（
土
）

▼
問
い
合
わ
せ
／
舟
形
町
教
育
課
学
事
係

　
　
　
　
　
　
　
☎（
３２
）２
３
７
９

こ
の
事
業
は
、ふ
る
さ
と
納
税
を
活
用
し
て
い
ま
す

雨
水
２
月
19
日
〜
３
月
２
日

う 

す
い

雪
が
雨
に
変
わ
り
、
降
り
積
も
っ
た
雪
が
溶
け
て

水
に
な
る
こ
ろ
。

第22話

イ
ン
ス
タ
グ
ラ
ム
は
コ
チ
ラ

▼
現
在
の
職
業
は
？ 

　
大
学
生

▼
自
分
を
一
言
で
言
う
と
？

　
真
っ
向
勝
負

▼
夢
は
？

　
指
導
者
と
し
て
舟
形
町
で
バ
レ
ー
に
打
ち
込
む

▼
趣
味
は
？ 

　
ス
ポ
ー
ツ
観
戦

▼
舟
形
町
の
良
い
と
こ
ろ
は
？ 

　
町
の
み
な
さ
ん
や
、
学
校
の
先
生
方
が
ど
ん
な

　
時
で
も
力
を
貸
し
て
く
れ
る
と
こ
ろ
。

▼
10
年
後
の
舟
形
町
は
？ 

　
変
わ
ら
な
い
あ
た
た
か
さ
が
あ
り
、
笑
顔
が
絶

　
え
な
い
町

▼
尊
敬
す
る
人 

　
両
親
、
先
生
方
、
監
督
、
コ
ー
チ

▼
祝
賀
式
を
迎
え
て
一
言

　
舟
形
町
で
た
く
さ
ん
の
人
に
支
え
ら
れ
、
二
十

歳
の
節
目
を
迎
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
恩
返

し
が
で
き
る
よ
う
、
努
力
し
て
い
き
た
い
。

大
場  

和
美
さ
ん
（
長
沢
第
１
）

か
ず 

み

男
女
計
世帯

人口と世帯（1/31現在）
：2,328人
：2,429人
：4,757人
：1,825世帯

（－8）
（－6）
（－14）
（－2）

男
女
計

選挙人名簿登録者数（12/1現在）
：2,057人
：2,146人
：4,203人

（  ）は前月比

Ｖol.22

二
十
歳
の
祝
賀
式
を
迎
え
ま
し
た
！

３月の納期
今月の納期はありません。

○12月のタバコ税は1,878,597円
○３月の舟形若あゆ温泉の休館日は13日（水）

に
っ
ぽ
ん
い
ち

　
女
子
全
国
高
校
駅
伝
に
ピ
ン
チ
ラ
ン
ナ
ー
と
し
て
挑

む
絶
望
的
に
方
向
音
痴
な
女
子
高
校
生
。
借
金
の
カ
タ

に
御
所
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
開
催
さ
れ
る
草
野
球
大
会
に
参

加
す
る
羽
目
に
な
っ
た
大
学
生
。
京
都
を
舞
台
に
し
た

２
編
を
収
録
。
第
1
7
0
回
直
木
賞
受
賞
作
品
。

ひ
し
餅

●
材
料
（
２
人
分
）

上
新
粉
　
　
　
　
１
０
０ｇ

砂
糖
　
　
　
　
　
１
０
０ｇ

白
玉
粉
　
　
　
　
　
２
０ｇ

水
　
　
　
　
　
　
１
５
０ｇ

色
粉
（
食
紅
、
抹
茶
な
ど
）

●
作
り
方

①
ボ
ー
ル
に
色
粉
以
外
の
材
料
を
順
に
入
れ
な
が
ら

　
混
ぜ
る
。

②
で
き
た
生
地
を
３
等
分
し
、
そ
れ
ぞ
れ
に
色
粉
を

　
入
れ
て
、
白
、
ピ
ン
ク
、
緑
の
３
色
に
す
る
。

③
濡
ら
し
て
お
い
た
型
に
緑
を
流
し
て
、
蒸
し
器
で

　
５
分
蒸
す
。
表
面
が
べ
た
つ
か
な
け
れ
ば
、
次
に

　
白
を
流
し
て
５
分
蒸
し
、
最
後
に
ピ
ン
ク
を
流
し

　
て
５
分
蒸
す
。

④
固
ま
っ
た
餅
を
ひ
し
形
に
切
る
。

八月の御所グラウンド
著／万城目学

　
１
月
25
日
に
、
小
・
中
学
校
で
お
は
な
し
給
食

を
行
い
ま
し
た
。
給
食
と
読
書
の
、
両
方
に
関
心

を
持
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
に
と
企
画
し
た
も
の
で
、

今
年
度
よ
り
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
小
学
校
で
は
、
伊
藤
久
仁
子
地
域
学
校
協
働
活

動
推
進
員
が
「
お
で
ん
の
お
う
さ
ま
」
と
い
う
絵

本
を
読
み
聞
か
せ
、
児
童
た
ち
は
物
語
に
出
て
く

る
具
だ
く
さ
ん
の
「
お
で
ん
」
を
想
像
し
な
が
ら
、

味
わ
っ
て
食
べ
て
い
ま
し
た
。
　

1月25日（木）
の給食

（舟形産だいこん使用）
おでん

五目肉団子

しょうがあえ

（舟形産）
雪若丸ごはん

牛乳

各
年
代
の
教
え
子
達
に
恵
ま
れ
て
晩
年
迎
え

な
お
感
得
さ
る
る
教
師
名
利
を

　
　
　
　
　
　
　
　木
瓜
の
花
の
会

　
　佐

　藤

　和

　夫
（
西

　
　堀
）

　
千
風
会
【
如
月
、
暖
冬
に
お
も
ほ
】

暖
冬
の
如
月
路
あ
ゆ
む
一
万
歩

木
樹
の
さ
や
ぎ
も
命
み
ち
ゐ
る

　
　
　
　
　
　
　
　千
風
会

　
　
　
　
　渡

　辺

　幸

　子
（
紫

　
　山
）

如
月
の
掻
く
雪
少
し
空
ま
ぶ
し

爺
の
ま
わ
り
を
飛
び
交
ふ
寒
雀

　
　
　
　
　
　
　
　千
風
会

　
　
　
　
　森

　
　
　勝

　広
（
舟
形
第
四
）

お
さ
な
日
や
如
月
の
月
眺
め
ゐ
て

時
経
ち
冷
ゆ
る
身
母
の
寝
床
へ

　
　
　
　
　
　
　
　千
風
会

　
　
　
　
　森

　
　
　弘

　子
（
新
　庄
　市
）

立
春
の
淡
雪
踏
み
つ
投
票
す

老
ひ
て
な
ほ
未
来
の
町
に
期
待

　
　
　
　
　
　
　
　千
風
会

　
　
　
　
　畠

　山

　ひ
ろ
み
（
木

　
　友
）

如
月
や
久
方
に
会
ひ
お
し
ゃ
べ
り
の

近
況
き
き
つ
つ
百
歳
体
操

　
　
　
　
　
　
　
　千
風
会

　
　
　
　
　小

　野

　光

　子
（
真
　木
　野
）

風
花
や
か
ぼ
そ
き
ピ
エ
ロ
の
よ
う
舞
ひ
て
舞
ひ

如
月
の
月
へ
命
ち
ら
す

　
　
　
　
　
　
　
　千
風
会

　
　沼

　澤

　千
鶴
子
（
鶴
陽
）（
舟
形
第
四
）

如
月
の
月
に
ほ
だ
さ
れ
夫
婦
酒

　
　
　
　
　
　
　
　千
風
会

　
　小

　野

　光

　子
（
光
風
）（
真
　木
　野
）

熱
燗
や
月
冴
へ
冴
へ
と
わ
が
余
生

　
　
　
　
　
　
　
　千
風
会

　
　沼

　澤

　千
鶴
子
（
千
岳
）（
舟
形
第
四
）

短

　歌

箱
根
路
を
つ
な
ぐ
襷
の
汗
光
る

　
　
　
　
　
　
　
　木
瓜
の
花
の
会

　
　佐

　藤

　孝

　子
（
舟
形
第
二
）

人
恋
し
室
咲
き
の
香
に
癒
さ
れ
て

　
　
　
　
　
　
　
　長
沢
俳
句
会

　
　
　大

　場

　小
夜
子
（
内

　
　山
）

厄
明
け
し
歳
末
セ
ー
ル
当
選
す

　
　
　
　
　
　
　
　長
沢
俳
句
会

　
　
　佐

　藤

　昭

　子
（
長
沢
第
一
）

煎
餅
の
音
さ
く
さ
く
と
寒
の
入
り

　
　
　
　
　
　
　
　長
沢
俳
句
会

　
　
　柏

　木

　伸

　子
（
長
沢
第
三
）

冬
ざ
れ
や
良
き
も
悪
し
き
も
流
れ
ゆ
く

　
　
　
　
　
　
　
　長
沢
俳
句
会

　
　
　髙

　橋

　ふ
き
子
（
長
沢
第
三
）

張
り
詰
め
た
輪
投
げ
練
習
春
一
番

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　真

　見

　七

　生
（
舟
形
第
四
）

冷
え
た
朝
橋
桁
黒
く
鴨
の
群
れ

　
　
　
　
　
　
　
　四
季
倶
楽
部

　
　
　永

　沢

　幸

　男
（
光
　生
　園
）

雪
払
い
車
を
出
す
よ
一
仕
事

　
　
　
　
　
　
　
　四
季
倶
楽
部

　
　
　伊

　藤

　貴

　子
（
光
　生
　園
）

春
雷
遠
く
で
響
く
曇
り
空

　
　
　
　
　
　
　
　四
季
倶
楽
部

　
　
　五

　島

　
　
　健
（
光
　生
　園
）

啓
翁
の
花
び
ら
が
咲
き
は
だ
い
ろ
に

　
　
　
　
　
　
　
　四
季
倶
楽
部

　
　
　岸

　
　
　麻
理
子
（
光
　生
　園
）

お
祭
灯
悪
を
払
い
て
福
を
呼
ぶ

　
　
　
　
　
　
　
　四
季
倶
楽
部

　
　
　奥

　山

　早
知
子
（
光
　生
　園
）

一
人
居
の
膝
を
摩
れ
ば
虎
落
笛

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　興

　
　
　珠

　子
（

　　野
　

　）

　歳
旦
三
つ
物
連
句

昇
運
の
辰
年
翔
け
る
お
ら
が
春

　福
藁
敷
い
て
賀
客
を
迎
ふ

押
鮎
の
薫
る
奥
座
は
賑
し
ら
ん

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　北
陽
社

　
　井

　上

　玲

　虹
（

　　野
　

　）

　付
合
句

冬
深
し
近
所
は
遠
く
な
り
に
け
り

　
　

 

興

　
　桃
月
（

　野

　）

　黙
と
静
ま
る
軒
懸
大
根

　
　
　
　
　

 

井
上

　玲
虹
（

　野

　）

俳

　句

き
さ
ら
ぎ

た
す
き

じ

き

　ぎ

か

ぢ
ぢ

と

　こ

め
お
と

ざ

さ

す
ず
め


